自然体験交流センター　活動展開例
	№

Ⅰ-６
	活動名
	ナイトハイク
音さがしﾅｲﾄﾊｲｸ
文字さがしﾅｲﾄﾊｲｸ
	対　　象
	小学校
中学年以上
	活動可能人数
	何人でも

	
	
	
	所要時間
	６0分
	活動場所
	敷地内遊歩道他

	準備物
	個　人・学　校
	セ　　ン　　タ　　ー

	
	懐中電灯（グループで１本と引率者用）
	音探しの場合－音源セット、文字セット
文字さがしの場合－文字セット


	活　　動　　内　　容
	時間

（分）
	留　　意　　点

	１　ナイトハイクのねらいや内容を知る。

1 やり方の説明を聞く。

2 安全面の注意を聞く
3 スタート順を決定する
· 事前に4人～6人ぐらいまでを目安にグループを作っておく。
２　グル－プごとにスタートしゴールする。

· 次ページのナイトハイク地図参照

音さがしの場合

1 グループ毎にスタートする。
2 設定したコース内に隠れた人が人工的な音を出しそれを見つける。
3 見つけた証拠に文字カードを一枚もらう。（静かにもらって、他の人にわからないように）
4 カードを全部集めると一つの言葉が完成するので、ゴールしたらその言葉をスタート・ゴールの係の人に伝える。

· コースはナイトハイクコースで実施
文字さがしの場合

1 グループ毎にスタートする。

2 敷地内に隠れているカードを見つけてくる。カードは1か所につき1枚ずつ持ってくる。

3 決められた枚数を全て見つけることができたら、ゴールする。

4 カードは全部集めると一つの言葉が完成するので、ゴールしたらその言葉をスタート・ゴールの係の人に伝える。

· 範囲は人数や時間によって決めるとよい。
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50
	○引率指導者は、コースを事前に踏査しておく。

○虫に刺されないように帽子・長袖・長ズボン・運動靴で行う。季節によっては虫よけスプレーを用意する。

○安全面など細かな留意点を周知させ、ルールを守って楽しく活動するよう働きかける。特に、足元に注意させ、走らないよう指導する。

○センター敷地内の遊歩道で行う場合、1周20分程度かかる。
○グループで行う場合は2～5分程度間隔でスタートする。

○最初のグループスタートから最後のグループ終了までの時間を考慮して計画する。
○指導者は遊歩道の数ヶ所に立ち、児童生徒の通過を確認する。
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